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第７章 消化・吸収・代謝のしくみ

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書
人体の構造と機能①
解剖生理学

消化器系の概要
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A口・咽頭・食道の構造と機能

① 口の構造と機能

口腔ー口峡―咽頭

固有口腔（歯列の奥）
口腔前提（歯列の前）

食物は、
口腔で咀嚼（そしゃく）され、
嚥下（えんげ）で咽頭に
送られる。

A口・咽頭・食道の構造と機能

乳歯 20本
（切歯、犬歯、小臼歯）
生後６～７ヶ月で萌出
満一歳で、上下８本づつ
２歳までに、上下１０本づつ
６歳ころから
早く生えた歯から抜けて、

永久歯に入れかわる。

永久歯 32本
切歯 2本
犬歯 1本
小臼歯 2本
大臼歯 3本

歯列

A口・咽頭・食道の構造と機能

歯は、突出した歯冠と粘膜に埋も
れた歯根からなり、歯根は歯槽には
まっている。

歯冠は、表面は硬く99%がリン酸
カルシウムのエナメル質とその下の
ゾウゲ質から成り、歯髄腔に面した
細胞がゾウゲ質に細い突起を送り、
ゾウゲ質は成⾧する。
歯根は、薄いセメント質という骨

膜に覆われ、歯槽骨との間に歯根膜
という結合組織を有する。
歯髄腔には、歯根の先端の孔から

感覚神経と血管が進入する。
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口腔の運動と感覚：咀嚼運動は、食物の触覚や味覚が脳を刺激して老化を防ぐ。

口唇（表情筋）：下顎の動きとは独立して動く。
：顔面神経（脳神経）支配

咀嚼筋（咬筋、側頭筋、内側・外側翼突筋）
：下顎を引き上げて上顎に押し当てる筋
：三叉神経（下顎神経、脳神経）

顎を開くのは、
重力、
舌骨上筋群（下顎骨と舌骨の間の筋）
：下顎神経（三叉神経）、顔面神経、舌下神経（脳神経）、頚神経ワナ支配

舌骨下筋群（舌骨と胸郭をつなぐ筋
：頚神経ワナ支配） の作用である。

舌：内舌筋、外舌筋：運動：舌下神経支配
知覚（前2/3は、味覚は顔面神経、触覚は三叉神経（脳神経）

後1/3は、味覚も触覚も舌咽神経（脳神経））
口腔の粘膜と歯：知覚は、三叉神経（脳神経）。

A口・咽頭・食道の構造と機能

舌は、口腔底の骨格筋の
塊で、硬い結合組織と粘
膜でおおわれている。そ
の粘膜には舌乳頭があり、
その一部に味覚を感じる
味蕾（みらい）がある。

糸状乳頭
茸状（じじょう）乳頭
葉状乳頭
有郭（ゆうかく）乳頭

咽頭と食道の構造と機能
咽頭は、口腔から食道への食物路
と鼻腔から喉頭への呼吸路の交差
点である。

咽頭鼻部
両側壁：耳管開口部
後壁上部：咽頭扁桃
咽頭口部
口峡で口腔につながる。
咽頭喉頭部 舌骨より下部
前方に喉頭口
下方に食道がつづく。

ワルダイエル咽頭輪
咽頭扁桃、口蓋扁桃，舌扁桃
咽頭扁桃は小児期に

肥大（アデノイド）する。
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嚥下

口腔相：随意的に、したが食
物を軟口蓋に押し付けて、咽
頭に食物を送り込む。

咽頭相：
①食物が咽頭壁に接触すると、
延髄の嚥下中枢が反射的に、
咽頭相を引き起こす。
②軟口蓋が咽頭後壁に付いて
鼻腔との連絡を絶ち、
③喉頭が上昇して喉頭蓋が気
管入り口をふさぐ。
この失調は、誤嚥を生じる。

食道相：食物が食道に入ると、
食道の蠕動運動が生じて、食
塊は胃に送られる。
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脳梗塞や出血で、視床下部に影響が及ぶと仮性球症状という嚥下障害が生じ
る。また、認知症に伴う嚥下障害・拒食も、臨床的には大きな問題です。

食道は、喉頭輪状軟骨下
縁（第６頸椎）の高さで、
咽頭からつながり、約
25cm⾧で、直径1～2cmの
扁平で筋性の管である。

粘膜は、角化しない扁
平上皮で覆われ、縦走す
るヒダを形成し、筋層は
上1/3は骨格筋で、下2/3
は平滑筋である。

機能的狭窄部、食道入
り口、気管分岐部（大動
脈との交差）、横隔膜を
貫く部分（食道裂肛部，
下端部）である。

逆流性食道炎
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発生の初期には、
前胃間膜と後胃間膜は、
それぞれ、胃の前面と後
面に付着していたが、
発生の過程で右９０度回
転し、左側に張り出し、
胃前面が小弯に、胃後面
が大湾となり、後胃間膜
から大網が生じた。
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B 腹部消化管の構造と機能
胃
噴門 底部
小湾 大湾
体部
角切痕【胃角】
幽門部

幽門

胃底腺
副細胞 弱アルカリ性粘液
粘膜を胃酸から保護し、
ピロリ菌も存在する。
壁細胞 胃酸

蛋白質を変性させ。
主細胞 ペプシノーゲン

活性型のペプシンに

大湾上部に生じ
た収縮が蠕動波
となって幽門ま
で移動する。
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胃液の分泌と蛋白質の消化

胃の2/3を占める体部の多数
の胃底腺から1～2L/日の胃液
が分泌される。

頭相：迷走神経刺激で胃液分泌亢進

胃相：幽門腺のG細胞の分泌するガ
ストリンによる胃底腺壁細胞の胃酸分
泌亢進

腸相：十二指腸粘膜からの胃抑制ペ
プチド（GIP),ソマトスタチンは、胃液
分泌を抑制する。また、セクレチンや
コレストキニンも同様に胃液分泌を抑
制する。

ピロリ菌は、胃癌や胃反応性リンパ組織過形成やMALTと呼ばれる悪性リンパ腫
の原因であるとされている。

小腸の構造と機能
小腸：十二指腸（25cm)、空腸。回腸(６ｍ）
ほとんどの食物の消化吸収を行う。

十二指腸：上部，下行部、水平部、上行部
大十二指腸乳頭（ファーター乳頭）：総胆管

と主膵管が合流して、開口する。
十二指腸腺（ブルンネル腺）：アルカリ性粘

液の分泌。
トライツ靭帯（十二指腸堤靭帯）：十二指腸

と空腸の境界部にあり、後腹膜に十二指腸を固定し
ている。

空腸（2/5)と回腸(3/5）
輪状ヒダ・腸絨毛、腸線（リーベルキューン

腺、腸陰窩）、冊子縁
リンパ小節・パイエル板（腸関連リンパ装置）

３L/日の腸液を分泌（有機成分はムチン）
内輪・外縦の平滑筋の固有筋層、その筋層間に
アウエルバファ神経叢（蠕動運動〉
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小腸の運動

かゆ状の内容物を、
振り子運動：行ったり来たり
分節運動：混和させる
蠕動運動：前方に送る。

ガス（約70%は、一緒に飲み込ま
れた空気）が音を立てる：腸音

筋層間神経叢：欠損すると、腸管は狭窄する。
ヒルシュスブルグ病：肛門から連続して、神経細胞が欠如すると、
その範囲の腸管の蠕動運動が生じるに、腸閉塞を生じる病気。小児
外科対象疾患。
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酸性胃内容物

酸性の胃液を中和
する炭酸水素イオ
ン（重炭酸イオ
ン）

脂肪酸

α-アミラーゼ
トリプシン
キモトリプシン
リパーゼ
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回盲弁

回腸は、大腸に直角に
つながり、盲腸の内部
に上下2枚の回盲弁
（バウヒン弁）が突き
出して、内容物の逆流
を防いでいる。
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大腸の構造と機能

盲腸
虫垂
マックバーニー点（圧痛点）

上行結腸
横行結腸
下行結腸
S状結腸

結腸ヒモ
（縦走筋層が3本のヒモを形
成）
結腸膨起・半月ヒダ
腹膜垂
（外側の脂肪を含んだ房）
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直腸と肛門

直腸膨大部
コールラウシュヒダ

（右側、肛門から6cm)
肛門管
肛門柱（縦走）

肛門
痔帯(肛門櫛（こうもんしつ）

（粘膜と皮膚の境
界）
直腸静脈叢
内外肛門括約筋

肛門挙筋

大腸の機能
主に分節運動
食後の蠕動運動亢進
（胃大腸反射）
強い蠕動運動を大蠕動
（食後の便意の原因）
腸内細菌叢
（大腸菌、ビフィズス菌など）
ビタミンK産生
ビタミンK欠乏症
（出血傾向、

小児の死因の一つ）
免疫、老化他
腸内細菌移植
（アレルギー疾患）

排便反射中枢（仙髄）
通常は大脳皮質から抑制されてい

るが、排便の準備が整うと、その抑
制がとれて、右図の排便が生じる。

（体性神経）

（副交感神
経）
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膵臓と胆嚢の構造と機能
膵臓
網嚢を隔てて胃後壁に接し、
L1,2の前で後腹壁に付着。
頭部
体部
膵尾（部）
膵液を作る外分泌部
内分泌部
（膵ランゲルハンス島）

胆管
肝管
胆嚢管
総胆管
肝十二指腸間膜（靭帯）

膵（導）管と合流し、
大十二指腸乳頭に開口
オッディ括約筋
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肝臓と胆嚢の肉眼的構造

肝門
固有肝動脈
門脈
肝管（胆汁）

肝静脈

右葉
左様
方形葉
尾状葉

肝臓の組織構造
肝小葉
グリソン鞘
肝動脈
門脈
肝管

------------------------
肝動脈・門脈

↓
洞様毛細血管（類洞）

↓
中心静脈

↓
肝静脈
------------------------
毛細胆管

↓
胆管
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門脈
門脈圧亢進症（肝硬変等）

肝臓の機能
１）代謝機能
グリコーゲンの合成と分解
血漿タンパク質の生成
脂質代謝（コレステロール等）
ホルモン代謝（女性ホルモン、ADH)
２）解毒・排泄機能
蛋白質⇒アンモニア⇒尿素
アルコール分解
主に脂溶性有毒物の解毒
（胆汁、尿への排泄）
３）胆汁産生
胆汁：胆汁酸、リン脂質・コレステ

ロール、胆汁色素
腸内の不要な物質を排出する。
４）貯蔵機能
鉄、ビタミンA/D、血液
５）胎児期の造血機能

腹膜
漿膜（中皮（単純扁平上皮）と疎性結合組織）
：物質の受動的拡散による透過：腹膜透析

臓側腹膜ー腸間膜ー壁側腹膜

腹膜内器官（大部分が腹膜に覆われている器官）
胃、空腸、回腸、肝臓など

後腹壁器官（腹壁後壁に埋め込まれている器官）
十二指腸、膵臓、上行結腸、下行結腸
（腹膜に覆われていない器官
：腹膜外器官：腎臓、副腎など）
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肝冠状間膜：肝臓前面を覆うて
いる腹膜が横隔膜を覆っている腹
膜に移行する部分を肝冠状間膜と
呼ぶ。

前胃間膜
肝鎌状間膜：肝臓の左右葉を

区分する索状物
小網：肝臓と胃小弯の間の間膜
後胃間膜
大網
横行結腸間膜
膵臓を覆う腹膜
網嚢

網嚢孔（ウインスロー孔）
：小網下端の裏面の網嚢孔から網嚢に
至り、網嚢内の進出物や膿（うみ）の
排出（ドレナージ）を行う。


